
去る７月９日～11日、スガノ農機㈱が北海道上富良野町の土の館ホワイト農場で開催した「ス
ガノフェア2022」。北海道土を考える会（田村裕良会長）との共催で、府県の土を考える会の
会員が招待された。懐かしい仲間との再会を楽しむ彼らの視線の先には、開発中の試作機を含む
新製品の実演と、ユーザーの要望に寄り添った特注仕様のプラウの展示があった。そして、土を
見る、土づくりを学ぶ座学プログラムでは、肥料高騰などの情勢のなか近視眼的になりがちな農
業現場を意識した情報が提供された。本特集では、イベントを詳報すると同時に、近年の我が国
における畑作技術体系の普及過程とこれからの展開を考えてみた。� （取材・まとめ／昆吉則）

スガノフェア 2022 を見て

畑作技術体系を
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1

土
寄
り
が
少
な
く
、作
業
時
間
を 

短
縮
で
き
る
と
好
評
！

ま
ず
紹
介
す
べ
き
は
最
大
８
連
の
浅

耕
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
プ
ラ
ウ
で
あ
ろ
う
。

２
６
５
馬
力
の
ジ
ョ
ン
デ
ィ
ア
ト
ラ
ク

タ
ー
が
13
イ
ン
チ
８
連
の
浅
耕
プ
ラ
ウ

を
曳
い
て
い
た
。
作
業
幅
が
２
６
４
㎝

あ
る
の
で
、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
で
も
全

幅
を
カ
バ
ー
で
き
て
タ
イ
ヤ
跡
が
残
ら

ず
、
ボ
ト
ム
が
小
さ
い
の
で
耕
深
は
13

～
18
㎝
だ
が
、
ボ
ト
ム
の
形
状
と
カ
バ

ー
ボ
ー
ド
の
効
果
で
鋤
き
込
み
性
能
が

高
い
。
道
路
走
行
な
ど
の
移
動
時
に
は

プ
ラ
ウ
を
90
度
回
転
さ
せ
て
、
ト
ラ
ク

タ
ー
後
方
中
央
に
背
負
う
機
構
で
負
担

を
軽
減
し
て
い
る
。

道
内
の
水
田
農
家
に
聞
く
と
、
浅
耕

プ
ラ
ウ
は
極
め
て
評
価
が
高
い
。
岩
見

沢
で
乾
田
直
播
に
取
り
組
ん
で
き
た
ユ

ー
ザ
ー
い
わ
く
「
こ
れ
ま
で
水
田
で
14

～
20
イ
ン
チ
の
プ
ラ
ウ
を
使
っ
た
場
合
、

ど
う
し
て
も
土
寄
り
が
大
き
く
、
圃
場

の
縁
の
溝
が
深
く
な
る
た
め
、
レ
ベ
ラ

ー
作
業
の
手
間
が
か
か
っ
て
い
た
。
浅

耕
プ
ラ
ウ
な
ら
土
寄
り
が
少
な
い
の
に

鋤
き
込
み
性
が
良
く
、
縁
に
で
き
る
溝

も
小
さ
い
の
で
レ
ベ
ラ
ー
作
業
が
ず
っ

と
楽
に
な
る
。
結
果
的
に
作
業
時
間
の

短
縮
に
な
る
」
と
い
う
。

畑
作
作
業
機
の
歴
史
が
長
い
北
海
道

浅耕プラウとリボーンローラーのコンビ作業。浅耕プラウは、12インチ
５連の丘曳き・溝曳き兼用タイプと、13インチ７連の丘曳き専用タイプ
が基本ユニット。それぞれ別売のプラスワンユニットを追加することで６
連、８連に拡張できる。なお、溝曳きでも水田トラクターの自動水平
調整機能でそこそこ追従するのでプラウの調整手間を減らせるそうだ

８連というサイズにもかかわらず、移動時の
機体幅は１６０㎝に収まる！

改良によりV字型に配列した刃先は、鋭く
なった。動力を使わず細断できるのがウリだ

リボーンローラーの中に水を入れると、処理
能力が高まり、ウエイトの代わりになる

浅耕リバーシブルプラウ（スガノ農機　R138AVAH）

＆リボーンローラー（スガノ農機　RBN3001）1
実 演 製 品 紹 介

で
は
、
水
田
地
域
で
も
１
５
０
馬
力
級

の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
導
入
が
珍
し
く
な
く

な
っ
て
き
た
。
小
麦
や
大
豆
、
子
実
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
畑
作
に
取
り
組
ん

で
い
れ
ば
、
14
イ
ン
チ
以
上
の
ボ
ト
ム

を
持
つ
プ
ラ
ウ
を
所
有
し
て
い
る
農
家

も
少
な
く
な
い
。
そ
ん
な
彼
ら
に
と
っ

て
、
起
こ
し
山
が
小
さ
く
、
砕
土
・
整

地
の
一
工
程
を
省
い
て
即
レ
ベ
ラ
ー
を

か
け
ら
れ
る
浅
耕
プ
ラ
ウ
は
、
待
望
の

一
台
で
あ
る
。

か
つ
て
本
誌
執
筆
者
の
村
井
信
仁
氏

は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
家
た
ち
は
二
台

目
の
プ
ラ
ウ
を
持
つ
の
が
当
た
り
前
だ
」

と
し
き
り
に
語
っ
て
い
た
。
本
格
的
な

耕
起
作
業
用
の
プ
ラ
ウ
と
、
作
物
残
渣

の
腐
熟
促
進
を
進
め
る
た
め
に
土
壌
混

和
用
の
耕
深
の
浅
い
プ
ラ
ウ
と
を
導
入

し
使
い
分
け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
た
。

そ
の
意
味
で
は
、
畑
作
地
帯
の
農
業
経

営
者
に
と
っ
て
も
注
目
の
プ
ラ
ウ
だ
。

丘
曳
き
・
溝
曳
き
兼
用
の
５
連
・
６

連
仕
様
は
、
パ
ワ
フ
ル
リ
ン
ク
仕
様
で

オ
フ
セ
ッ
ト
幅
が
広
い
の
が
特
徴
だ
。

半
端
な
残
耕
部
分
も
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る

こ
と
で
畔
際
ま
で
き
れ
い
に
起
こ
せ
る
。

こ
の
日
の
実
演
で
は
、
緑
肥
や
背
の

高
い
雑
草
な
ど
を
Ｐ
Ｔ
Ｏ
駆
動
な
し
で

細
断
処
理
す
る
リ
ボ
ー
ン
ロ
ー
ラ
ー
を

ト
ラ
ク
タ
ー
の
フ
ロ
ン
ト
に
装
着
し
て

い
た
。
リ
ア
に
も
装
着
で
き
る
が
、
浅
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ア
２
０
２
２
を
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て 

畑
作
技
術
体
系
を
考
え
る

5

6

89

7

作業幅は広くても移動時は二つ折りになるため困らない

新たに均平板の前に配したチゼルにより、
砕土しながらの均平作業が可能になった

基盤整備はもちろん、運土量が大きい
圃場でダイナミックな均平作業を行なえる

レベラー側に油圧ユニットコントローラーを装備し、
作業するトラクターを選ばないことが画期的である

実際の作業を見ると運土量の多さとダイナミックな作業性に
驚かされる。トラクターが傾いていても土を削ることができ、
排土板の角度を変えることで運土量を調整できる

新型直装レベラー
　　　　 （スガノ農機　試作機）2

大型運土レベラー
（モンテフィオーリ社製）3

耕
プ
ラ
ウ
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
草
の
細

断
・
鋤
き
込
み
が
一
工
程
で
済
み
、
腐

熟
促
進
効
果
も
高
く
な
る
だ
ろ
う
。

直
装
式
レ
ベ
ラ
ー
の
新
提
案

レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
に
は
２
種
類
あ

る
。
牽
引
式
は
ト
ラ
ク
タ
ー
の
前
進
の

み
で
均
す
た
め
、
初
心
者
で
も
、
ク
ル

ク
ル
回
っ
て
い
れ
ば
平
ら
に
で
き
る
。

一
方
の
直
装
式
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
と
同

じ
動
き
で
前
後
し
な
が
ら
効
率
的
に
均

し
て
い
く
。
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
は
ト
ラ

ク
タ
ー
や
圃
場
の
条
件
、
オ
ペ
レ
ー
タ

の
腕
、
好
み
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。

今
回
披
露
さ
れ
た
直
装
式
レ
ー
ザ
ー

レ
ベ
ラ
ー
は
、
油
圧
機
構
を
レ
ベ
ラ
ー

側
に
搭
載
し
、
排
土
板
の
前
に
チ
ゼ
ル

が
つ
い
て
い
る
。
直
装
式
は
ト
ラ
ク
タ

ー
の
型
式
ご
と
に
レ
ザ
コ
ン
が
必
要
に

な
る
と
い
う
弱
点
を
抱
え
て
き
た
。
レ

ベ
ラ
ー
側
に
油
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ

ッ
ト
を
搭
載
す
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
型
式
も
外
部
油
圧
の
搭
載
状
況
も

気
に
せ
ず
、
ど
の
ト
ラ
ク
タ
ー
に
も
付

け
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

二
点
目
の
チ
ゼ
ル
は
、
レ
ベ
ラ
ー
前

の
作
業
軽
減
を
狙
っ
て
い
る
。
近
年
レ

ベ
ラ
ー
が
最
も
活
躍
す
る
の
は
圃
場
を

合
筆
す
る
場
面
で
あ
る
。
そ
の
際
に
耕

し
て
い
な
い
土
を
動
か
す
の
は
意
外
と

力
が
要
る
た
め
、
一
般
的
に
は
レ
ベ
ラ

15 農業経営者 2022 年 9 月号
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折りたたみスタブルカルチ
（スガノ農機　C4414ETH）4

ー
を
か
け
る
前
に
砕
土
を
行
な
う
。
大

面
積
を
こ
な
し
た
い
水
田
経
営
者
に
と

っ
て
そ
の
工
程
を
減
ら
せ
る
の
は
何
よ

り
有
難
い
工
夫
だ
ろ
う
。

ま
た
、
会
場
に
鎮
座
し
て
い
る
作
業

機
の
な
か
で
も
、
さ
す
が
北
海
道
と
言

い
た
く
な
る
一
台
が
モ
ン
テ
フ
ィ
オ
ー

リ
社
の
大
型
運
土
レ
ベ
ラ
ー
だ
。
府
県

に
納
品
さ
れ
た
と
聞
い
て
驚
い
た
が
、

基
盤
整
備
時
を
含
め
て
移
動
す
べ
き
土

の
量
が
多
い
よ
う
な
場
合
で
も
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
大
量
の
土
を
移
動
で
き
る
。

埋
没
性
・
砕
土
性
に
優
れ
る 

ス
パ
イ
ク
ロ
ー
ラ
ー
の
登
場

ス
タ
ブ
ル
カ
ル
チ
は
水
田
作
で
も
畑

作
で
も
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
る
チ
ゼ
ル

プ
ラ
ウ
で
あ
る
。
砕
土
性
を
求
め
な
い

作
物
で
、
北
海
道
か
ら
府
県
ま
で
幅
広

く
利
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
回
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
は
、
作
業

幅
４
３
０
㎝
の
14
本
爪
タ
イ
プ
だ
。
新

し
い
の
は
、
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
で
二
つ

折
り
で
き
る
折
り
た
た
み
式
の
部
分

で
、
移
動
時
に
困
ら
な
い
（
移
動
時
の

機
体
幅
は
２
４
９
㎝
）。
折
り
た
た
み
式

は
14
本
爪
の
ほ
か
、
12
本
爪
も
あ
る
。

標
準
作
業
深
は
６
～
35
㎝
だ
。

も
う
一
つ
注
目
し
た
の
は
、
後
方
に

ス
パ
イ
ク
ロ
ー
ラ
ー
を
装
着
し
て
い
る

点
だ
。
昨
年
の
発
売
以
来
、
残
渣
物
の

埋
め
込
み
、
整
地
性
に
優
れ
る
と
好
評

を
博
し
て
い
る
と
い
う
。
向
き
の
異
な

る
突
起
の
つ
い
た
２
本
の
パ
イ
プ
と
い

う
構
造
な
が
ら
、
鎮
圧
・
整
地
を
得
意

と
す
る
パ
イ
プ
ロ
ー
ラ
ー
や
ス
パ
イ
ラ

ル
ロ
ー
ラ
ー
に
比
べ
て
、
埋
没
・
砕
土

ま
で
行
な
え
る
の
だ
。

こ
れ
ま
で
も
土
質
に
よ
っ
て
チ
ゼ
ル

を
選
べ
た
が
、
２
種
類
の
パ
イ
プ
ロ
ー

ラ
ー
を
含
む
４
種
類
の
ロ
ー
ラ
ー
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
作
業
性
の
幅
が

広
が
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

何
よ
り
も
時
速
５
～
８
㎞
と
い
う
作

業
速
度
は
魅
力
で
、
10
ａ
当
た
り
２
～

４
分
と
い
う
高
能
率
作
業
を
得
意
と
す

る
。
府
県
向
け
に
は
、
油
圧
跳
ね
上
げ

機
構
の
５
本
爪
タ
イ
プ
な
ど
、
畑
作
で

は
１
５
０
馬
力
以
上
、
水
田
で
も
１
０

０
馬
力
以
上
の
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
と
組

み
合
わ
せ
た
利
用
が
ま
す
ま
す
拡
大
す

る
だ
ろ
う
。

硬
盤
層
作
ら
な
い
ロ
ー
タ
リ
ー

攪
拌
耕
の
分
野
で
は
２
種
類
の
ロ
ー

タ
リ
ー
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
ヘ
ビ
ー
デ

ュ
ー
テ
ィ
ー
の
畑
作
作
業
機
で
、
ベ
ル

ト
や
チ
ェ
ー
ン
を
介
す
る
こ
と
の
な
い

セ
ン
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ
の
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス

が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
駆
動
の
ロ
ス
が

な
い
。
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
対
応
し
た

強
靭
な
フ
レ
ー
ム
を
有
し
、
長
時
間
の

後部のスパイラルローラーがスタブルカルチ耕の表面残
渣物を埋め込み、落ち着かせる効果を発揮する。低速で
は想定している埋没効果を得られないこともあり、ある程
度の高速作業で作業性能を発揮する点は注意が必要だ

折りたたみ式の14本爪の新型機。作業幅
430㎝でも移動時には二つ折りで幅249㎝
に。地域によって、道路交通法の遵守が厳
しく求められるようになったが、これなら、後方
を気にせずに圃場間移動ができるだろう
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カットロータリー5

ミックスロータリー6

連
続
作
業
に
も
応
え
る
。
作
業
深
度
は

ど
ち
ら
も
最
大
23
㎝
で
、
一
般
的
な
ロ

ー
タ
リ
ー
よ
り
深
く
耕
せ
る
。

ま
ず
、
カ
ッ
ト
ロ
ー
タ
リ
ー
を
紹
介

す
る
。
最
大
の
特
徴
は
、
硬
盤
形
成
の

少
な
い
ス
ト
レ
ー
ト
爪
で
、
重
粘
土
の

圃
場
で
バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー
で
は
こ
な

れ
な
い
と
こ
ろ
で
、
評
価
を
得
て
い
る

と
い
う
。
た
と
え
ば
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
前

の
圃
場
づ
く
り
で
は
、
プ
ラ
ウ
後
に
パ

ワ
ー
ハ
ロ
ー
、
ロ
ー
タ
リ
ー
、
深
耕
ア

ッ
パ
ー
ロ
ー
タ
リ
ー
の
４
工
程
で
仕
上

げ
て
い
た
が
、
プ
ラ
ウ
後
に
カ
ッ
ト
ロ

ー
タ
リ
ー
を
導
入
す
る
と
、
深
耕
ア
ッ

パ
ー
ロ
ー
タ
リ
ー
ま
で
３
工
程
で
済
む

の
だ
。
幅
３
ｍ
仕
様
で
は
刃
の
数
が
96

枚
、
ほ
か
に
２
・
５
ｍ
幅
仕
様
も
あ
る
。

ミ
ッ
ク
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
は
砕
土
性
に

優
れ
た
Ｌ
字
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
爪
の
ロ

ー
タ
リ
ー
で
、
よ
り
砕
土
性
を
求
め
る

圃
場
づ
く
り
で
活
躍
す
る
。
砕
土
の
程

度
を
調
整
す
る
均
平
板
を
油
圧
制
御
で

上
下
す
る
機
構
を
標
準
装
備
し
て
い

る
。
こ
の
シ
ビ
ア
な
調
整
を
す
る
際
に

ト
ラ
ク
タ
ー
の
キ
ャ
ビ
ン
内
か
ら
操
作

可
能
で
、
均
平
板
の
調
整
の
た
め
に
作

業
を
止
め
る
必
要
が
な
い
。
作
業
速
度

は
時
速
５
㎞
ま
で
対
応
で
き
る
が
、
砕

土
性
を
求
め
る
場
合
は
、
低
速
作
業
で
、

ロ
ー
タ
リ
ー
内
部
に
土
を
溜
め
て
前
の

爪
で
細
か
く
砕
く
と
良
い
そ
う
だ
。

硬盤形成の少ない強力なストレート爪を持つ。
実演機は作業幅３ｍ仕様で、標準耕深23㎝

重粘土質の堅い土壌でも高い砕土性を得るこ
とができる、とユーザーの評価を得ている

Ｌ字型のスタンダード爪で細かく土を砕く。トラ
クターのタイヤ跡を消す爪が別途ついている砕土性が求められる畑作野菜作の圃場づくりで活躍する

適応トラクター馬力は85～170馬力。砕土後にスパイラルローラーで整地する
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特注対応のリバーシブルプラウ7

栗山町の勝部農場が特注した22インチ5連の丘曳きリバーシブルプラウ。黒色のプラウを気
に入った代表理事の勝部佳文氏は、しばらく農場入口に置いていたそうだ。白色を基本とす
るスガノ農機が開発した光沢のない黒色ボディのプラウには、参加者からも「カッコイイ」の
声が聞こえた。カッコイイ道具が作業意欲を高めるという話は、いつの時代でも変わらない

中富良野町の天心農場の特注品。オフセット量多めという
リクエストに応えた15インチ８連の丘曳きリバーシブルプラウ

池田町の武智農場の特注品。22インチ4連のジョインタ
付きでフルコールタ仕様の丘曳きリバーシブルプラウ

ひ
と
際
映
え
る
「
黒
い
プ
ラ
ウ
」

一
時
期
、「
特
注
オ
ー
ダ
ー
に
応
え
て

く
れ
な
い
」
と
い
う
声
が
届
い
て
い
た

が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え

た
製
品
も
増
え
て
い
る
。
今
回
展
示
さ

れ
た
道
内
３
軒
か
ら
の
特
注
対
応
品
は

プ
ラ
ウ
愛
好
者
の
注
目
の
的
だ
。

注
目
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
、
栗
山
町

の
㈲
勝
部
農
場
（
代
表
理
事
・
勝
部
佳

文
氏
）
に
納
品
さ
れ
た
一
台
。
22
イ
ン

チ
５
連
の
丘
曳
き
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
で
、

ス
ガ
ノ
製
品
な
が
ら
機
体
は
黒
色
だ
。

こ
れ
は
夜
間
作
業
の
多
い
勝
部
農
場
で

は
、
照
明
下
で
土
の
反
転
や
鋤
き
込
み

状
態
が
よ
く
見
え
る
か
ら
と
い
う
理
由

に
よ
る
。
ボ
ト
ム
は
独
立
式
ア
キ
ュ
ー

ム
レ
ー
タ
ー
の
安
全
装
置
付
き
で
均
一

に
反
転
す
る
。
新
形
状
の
ジ
ョ
イ
ン
タ

は
、
土
量
や
残
渣
の
量
に
関
係
な
く
良

好
な
鋤
き
込
み
性
能
に
欠
か
せ
な
い
。

勝
部
農
場
は
変
形
の
圃
場
が
多
い
が
、

油
圧
で
フ
リ
ー
に
し
た
り
固
定
し
た
り

切
り
替
え
ら
れ
る
ロ
ア
リ
ン
ク
が
追
従

性
を
高
め
る
。
中
立
ロ
ッ
ク
時
の
移
動

タ
イ
ヤ
も
兼
ね
る
新
設
計
の
ゲ
ー
ジ
ホ

イ
ー
ル
は
、
油
圧
耕
深
調
整
付
き
で
、

プ
ラ
ウ
を
回
転
さ
せ
て
も
ラ
グ
の
向
き

が
変
わ
ら
な
い
。
い
ず
れ
も
設
計
陣
の

試
行
錯
誤
が
垣
間
見
え
る
。

２
台
目
は
、
北
川
氏
（
㈲
天
心
農
場
）

18農業経営者 2022 年 9 月号
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ロードメーカー 
〜農道整地機〜8

22

の
注
文
品
だ
。
水
田
転
作
畑
で
２
０
０

馬
力
超
の
ト
ラ
ク
タ
ー
に
ダ
ブ
ル
タ
イ

ヤ
を
履
か
せ
て
、
そ
れ
で
も
残
耕
の
な

い
作
業
を
し
た
い
。
そ
の
要
望
に
応
え

て
15
イ
ン
チ
７
連
の
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
プ

ラ
ウ
を
ベ
ー
ス
に
、
１
連
追
加
し
て
８

連
に
。
さ
ら
に
オ
フ
セ
ッ
ト
量
を
大
き

く
し
て
、
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
で
も
残
耕
が

出
な
い
幅
を
確
保
。
そ
の
オ
フ
セ
ッ
ト

量
を
実
現
す
る
た
め
に
２
連
目
か
ら
８

連
目
ま
で
に
コ
ー
ル
タ
を
装
備
し
、
ゲ

ー
ジ
ホ
イ
ー
ル
が
移
動
タ
イ
ヤ
も
兼
ね

る
な
ど
し
た
。

３
台
目
は
、
池
田
町
の
武
智
唯
浩
氏

（
武
智
農
場
）
が
依
頼
し
た
22
イ
ン
チ
４

連
の
丘
曳
き
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
で
、
ジ
ョ

イ
ン
タ
付
き
で
フ
ル
コ
ー
ル
タ
仕
様
だ
。

１
連
目
の
コ
ー
ル
タ
は
、
最
終
４
連
目

に
油
圧
で
折
り
た
た
む
方
式
で
装
備
。

左
右
の
独
立
し
た
ゲ
ー
ジ
ホ
イ
ー
ル
を

持
つ
新
機
構
の
耕
深
調
整
方
式
を
採
用

し
た
。
全
高
１
８
０
㎝
の
ハ
イ
ビ
ー
ム

仕
様
に
な
っ
て
い
る
。

“
５
年
に
１
度
水
張
り
”政
策
に 

対
応
し
た
開
発
機
も
披
露

開
発
機
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
農
道
の

轍
を
消
す
農
道
整
備
用
の
「
ロ
ー
ド
メ

ー
カ
ー
」
は
、
現
地
で
参
加
者
の
人
気

を
集
め
て
い
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
で
け
ん

引
す
る
だ
け
の
い
か
に
も
簡
単
な
構
造

だ
が
、
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
走

行
に
よ
っ
て
で
き
た
轍
を
簡
単
に
消
し
、

平
ら
な
農
道
を
回
復
さ
せ
る
。
ま
た
、

ダ
ン
プ
で
砂
利
を
１
カ
所
に
落
と
し
た

後
、
ロ
ー
ド
メ
ー
カ
ー
を
走
ら
せ
る
だ

け
で
、
農
道
の
砂
利
撒
き
を
き
れ
い
に

仕
上
げ
る
と
い
う
活
用
法
も
あ
る
。

ま
だ
試
作
中
で
写
真
掲
載
で
き
な
い

機
種
も
２
つ
あ
っ
た
。
ま
ず
紹
介
す
る

の
は
、
コ
メ
政
策
の
転
換
に
敏
感
に
対

応
し
た
「
畦
成
形
機
」
だ
。
地
目
は
水

田
だ
が
、
畑
作
利
用
を
し
て
き
た
圃
場

を
復
田
す
る
に
は
、
畦
の
復
元
が
必
要

に
な
る
。
プ
ラ
ウ
の
ボ
ト
ム
を
内
向
き

に
配
置
し
、
外
側
の
フ
レ
ー
ム
で
成
形

し
て
均
し
て
畦
を
つ
く
る
、
既
製
品
の

部
品
を
活
用
し
た
シ
ン
プ
ル
機
構
だ
。

南
北
等
高
線
栽
培
の
乾
田
直
播
で
は
播

種
後
に
畦
を
成
形
す
る
が
、
そ
こ
で
使

わ
れ
て
い
る
作
業
機
と
よ
く
似
て
い
る
。

畦
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
さ
ら

な
る
開
発
が
必
要
だ
が
、
あ
ぜ
塗
り
機

や
バ
ッ
ク
ホ
ー
と
併
用
す
る
か
、
単
体

で
仕
上
げ
る
か
に
よ
っ
て
も
完
成
形
は

違
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

も
う
一
台
は
、
深
層
施
肥
機
で
あ
る
。

肥
料
ホ
ッ
パ
ー
か
ら
パ
イ
プ
で
サ
ブ
ソ

イ
ラ
の
先
端
に
肥
料
を
落
と
す
機
構

で
、
麦
作
や
水
稲
の
乾
田
直
播
で
、
深

さ
20
セ
ン
チ
に
粒
状
尿
素
を
施
肥
す
る

用
途
で
開
発
中
だ
。
か
つ
て
青
森
県
農

深層施肥機10
緩効性肥料の側条施肥に代わって、播種時に深さ20㎝に粒状尿素を施用し、省力と多収を狙う開発機

畦成形機9
水田転作で複数枚の圃場を合筆して管理してきた圃場に、政策に沿わせるために畦をつくる機械

ロードメーカーの構造は極めて簡単だ。
これをトラクターで曳くだけで農道の轍
を処理して、きれいな農道がよみがえ
る。ハウス周りなどトラクターやトラッ
クの走行で凸凹になったところもきれ
いに均し、砂利敷にも対応できる

21 22
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スガノフェア2022の一部
は、北海道土を考える会との
共催という形で開かれた。コ
ロナ禍の影響を受けつつ、昨
年に引き続き45回目の夏期
夏期研修会が開催できたのは、

スガノ農機との良好な関係性によるものだろう。研
修会に先立って行なわれた総会では、長年にわたっ
て役員として支えてきた７名の会員に感謝状が渡さ
れた。総会で挨拶に立った田村裕良会長は「今年
は国際農機展が開催される予定だったが、コロナ禍
で見通しが立たないなか、スガノ農機が独自に新製
品のお披露目をする場を開催するという話をいただ
いた。スガノ農機のご厚意をいただき、これまで中
止が３回あったものの45回積み重ねて来られた夏
期研修会を、次の世代とも直接モノを見て、皆さん

と会話をするなかで、技術の向上、情報を得る交流
をどうにか続けていきたいという思いで、今回も開
催できた」と述べた。功労者への表彰の後、近年は
年会費を集めない形で運営を行なっている旨を確
認した。
研修会では、昨年10月に十勝支部管内で実施し

た土壌断面調査について、（独）農研機構・農業環境
研究部門の前島勇治氏
が報告した。土の館で常
設展示されている30年
前のモノリスと比較する
ことで、耕作によって作
土層が増幅したことが
証明された。収穫物の出
来以外の成果の“見え
る化”は興味深かった。

北海道土を考える会　第45回夏期研修会を開催

業
試
験
場
の
田
中
稔
氏
が
技
術
開
発

し
、
青
森
県
の
稲
作
収
量
を
飛
躍
的
に

伸
ば
し
た
深
層
施
肥
技
術
の
考
え
方
を

応
用
し
て
い
る
。

滋
賀
県
の
福
原
フ
ァ
ー
ム
と
共
同
で

試
験
・
開
発
を
行
な
っ
て
い
る
西
日
本

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
藤
本
寛
氏
に
よ

れ
ば
、
乾
田
直
播
に
も
播
種
時
に
側
条

施
肥
す
る
緩
効
性
肥
料
が
で
き
て
い
る

が
、
被
覆
材
が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
排
出
要
因
と
な
り
う
る
と
い
う
こ

と
で
、
穂
肥
の
分
ま
で
の
窒
素
肥
料
を

播
種
時
の
深
層
施
肥
す
る
こ
と
で
収
量

向
上
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
だ
。
今
回

は
単
体
で
実
演
さ
れ
た
が
、
播
種
機
と

の
コ
ン
ビ
で
使
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
昨
年
と
今
年
の
生
育
調
査
を
踏

ま
え
て
、
今
後
は
乾
田
直
播
の
生
育
状

況
と
肥
効
の
最
適
化
を
図
る
と
い
う
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
製
の
参
考
出
品
も

会
場
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
グ
ロ
マ

ス
社
製
の
ド
リ
ル
シ
ー
ダ
ー
と
バ
ー
チ

カ
ル
ハ
ロ
ー
も
展
示
さ
れ
て
い
た
（
写

真
23
24
25
）。
ド
リ
ル
シ
ー
ダ
ー
は
２
・

５
～
４
・
０
ｍ
幅
ま
で
５
機
種
あ
り
、

ト
ラ
ク
タ
ー
や
圃
場
条
件
に
合
わ
せ
て

播
種
ユ
ニ
ッ
ト
は
、ホ
ー
コ
ー
ル
タ
・
デ

ィ
ス
ク
コ
ー
ル
タ
・
ダ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク

コ
ー
ル
タ
の
3
種
類
よ
り
選
べ
る
。
鎮

圧
性
能
の
あ
る
ダ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
コ
ー

ル
タ
は
機
体
重
量
も
重
く
な
る
。
パ
ッ

カ
ー
ロ
ー
ラ
ー
付
き
の
３
・
０
ｍ
幅
の

パ
ワ
ー
ハ
ロ
ー
は
、
３
・
０
ｍ
幅
の
シ

ー
ダ
ー
と
コ
ン
ビ
で
使
え
る
旨
が
紹
介

さ
れ
て
い
た
。
廉
価
版
と
思
わ
れ
る
が

価
格
表
記
が
な
か
っ
た
の
で
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
が
必
要
だ
。
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７
月
９
日

初
日
は
、
北
海
道
土
を
考
え
る
会
の

夏
期
研
修
会
の
座
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
講
演
が
２
つ
企
画
さ
れ
た
。

ま
ず
、「
ド
ロ
ー
ン
で
土
を
見
る
」
を

テ
ー
マ
に
（
独
）
農
研
機
構
・
農
業
環

境
研
究
部
門
・
上
席
研
究
員
の
石
塚
直

樹
氏
が
登
壇
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
で
空
撮

し
た
画
像
か
ら
、
土
壌
情
報
（
水
分
量

と
全
炭
素
な
ど
）
を
面
的
に
把
握
す
る

手
法
を
解
説
し
た
。

続
い
て
、
同
機
構
の
土
壌
資
源
・
管

理
グ
ル
ー
プ
長
の
前
島
勇
治
氏
が
「
北

海
道　

達
人
の
土
を
見
る
～
十
勝
編
・

吉
本
農
場
様
／
吉
田
農
場
様
～
」
と
題

し
て
、
21
年
10
月
の
土
壌
断
面
調
査
の

報
告
を
し
た
。
採
取
し
た
土
壌
断
面
モ

ノ
リ
ス
か
ら
は
作
土
層
の
厚
み
や
砂
利

層
な
ど
が
一
目
で
わ
か
る
。
実
物
を
前

に
、
圃
場
の
地
理
的
位
置
関
係
、
土
壌

断
面
か
ら
読
み
取
っ
た
土
壌
学
的
な
特

徴
、
現
地
診
断
と
持
ち
帰
っ
た
分
析
結

果
に
基
づ
く
土
壌
化
学
性
の
評
価
、
土

壌
物
理
性
を
順
に
解
説
し
た
後
、
総
括

を
述
べ
た
。
参
加
し
た
吉
田
農
場
の
吉

田
豊
氏
は
、
日
々
の
経
験
的
な
感
覚
と
、

土
壌
断
面
を
見
て
感
じ
た
こ
と
を
述
べ

た
。講

演
後
に
は
情
報
交
換
会
が
開
か
れ
、

北
海
道
内
で
も
コ
ロ
ナ
禍
で
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
会
員
ら
、

府
県
か
ら
の
参
加
者
や
講
師
、
ス
ガ
ノ

農
機
の
社
員
ら
が
会
話
を
弾
ま
せ
た
。

⃝

７
月
10
日

翌
10
日
の
座
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
４
つ

の
テ
ー
マ
と
盛
り
沢
山
だ
っ
た
。

農
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
関
祐
二
氏

は
「
食
物
残
渣
肥
料
の
有
効
性
」
と
題

し
て
、
肥
料
高
騰
の
情
勢
に
触
れ
た
後
、

メ
タ
ン
発
酵
残
渣
が
嫌
気
性
有
機
物
で

あ
る
こ
と
、
プ
ラ
ウ
等
で
地
中
深
く
に

鋤
き
込
め
ば
ゆ
っ
く
り
分
解
さ
れ
、
肥

沃
度
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。

ス
ガ
ノ
創
新
の
小
澤
良
夫
氏
は
「
反

転
均
平
工
法
の
メ
リ
ッ
ト
」
と
題
し
て
、

プ
ラ
ウ
耕
と
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
に
よ

る
均
平
に
つ
い
て
、
初
心
者
に
は
情
報

提
供
と
し
て
、
熟
練
者
に
は
知
識
の
お

さ
ら
い
に
な
る
よ
う
に
解
説
し
た
。

そ
の
後
、
休
憩
を
挟
ん
で
、
会
場
を

移
し
て
行
な
わ
れ
た
の
は
「
真
夏
の
雪

国
直
播
サ
ミ
ッ
ト
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
例
年
は
冬

期
に
札
幌
で
乾
田
直
播
の
実
践
者
（
＝

乾
直
人
）
が
集
う
場
と
し
て
賑
わ
っ
て

い
る
「
雪
国
直
播
サ
ミ
ッ
ト
」
の
ス
ピ

ン
オ
フ
企
画
だ
。
今
年
は
北
海
道
以
外

か
ら
の
参
加
者
に
向
け
て
、
全
国
各
地

で
乾
直
人
と
寄
り
添
っ
て
き
た
普
及
指

導
員
、
研
究
者
ら
が
登
壇
し
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
、
北
海
道
で

乾
田
直
播
の
第
一
線
に
立
つ
齊
藤
義
崇

氏
。
南
か
ら
、
中
野
恵
子
氏
（
九
州
沖

縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
長

補
佐
）、
藤
本
寛
氏
（
西
日
本
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
・
主
任
研
究
員
）、
在
原
克
之

氏
（
元
千
葉
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
長
）、
大
谷
隆
二
氏
（
東
北
大
学
農
学

研
究
科
教
授
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）、
辻

恭
子
氏
（
北
海
道
石
狩
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
・
主
任
普
及
指
導
員
）
が
普

及
指
導
す
る
立
場
か
ら
見
た
乾
田
直
播

の
状
況
を
話
し
た
。
質
疑
応
答
の
場
面

で
は
、
会
場
に
い
る
乾
直
人
が
マ
イ
ク

を
渡
さ
れ
、
北
海
道
、
滋
賀
、
千
葉
か

ら
の
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
踏

ま
え
た
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。

最
後
に
「
農
業
分
野
に
お
け
る
土
づ

く
り
に
つ
い
て
～
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
重

要
性
～
」
を
テ
ー
マ
に
帯
広
畜
産
大
学

教
授
の
谷
昌
幸
氏
が
熱
く
講
演
し
た
。

肥
料
高
騰
に
悲
鳴
を
上
げ
つ
つ
も
、
持

続
可
能
な
営
農
を
目
指
す
農
業
現
場
に

有
意
義
な
情
報
提
供
の
場
と
な
っ
た
。

⃝

７
月
11
日

府
県
か
ら
の
参
加
者
を
中
心
に
、
勝

部
農
場
の
視
察
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
、

当
日
届
い
た
ば
か
り
の
超
大
型
の
ニ
ュ

ー
ホ
ラ
ン
ド
の
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
を
含

む
機
械
や
施
設
を
視
察
し
た
。

土を見て、直播を考えて、
土づくりを学ぶ

講 演 × 情 報 提 供 × パネル ディスカッション

21 農業経営者 2022 年 9 月号



そ
の
瞬
間
に
筆
者
は
、
こ
の

コ
メ
ン
ト
こ
そ
革
新
的
技
術
の

定
着
に
と
っ
て
杞
憂
に
過
ぎ
な

い
と
思
っ
た
。
そ
う
し
た
認
識

こ
そ
、
我
が
国
の
農
業
普
及
員

制
度
の
後
進
性
を
示
し
て
い
る

と
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
。

行
政
を
含
め
た
多
く
の
人
々
は

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て

聞
か
さ
れ
る
と
、“
で
き
な
い
理

由
探
し
”
を
し
て
、
現
在
に
安

住
し
が
ち
だ
。
し
か
し
、
失
敗

を
成
功
へ
の
糧
と
す
る
こ
と
こ

そ
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
た
ち
の

振
る
舞
い
で
あ
る
。

齊
藤
氏
は
自
ら
の
経
験
か
ら
、

革
新
的
技
術
は“
上
”か
ら
の“
指

導
”
に
よ
っ
て
定
着
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
は

ず
だ
。
言
わ
ば
“
見
る
前
に
飛
ぶ
”
こ

と
の
で
き
る
農
業
経
営
者
た
ち
の
未
来

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
大
前
提
に
あ

っ
て
、
彼
ら
の
相
談
役
に
な
り
う
る
研

究
者
や
関
連
技
術
の
メ
ー
カ
ー
担
当
者

の
存
在
と
と
も
に
実
現
し
て
き
た
の
だ

か
ら
。

冒
頭
の
コ
メ
ン
ト
を
し
た
普
及
員
の

方
も
こ
の
こ
と
を
よ
く
ご
存
じ
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
失
敗
す
る
者
へ

の
人
々
の
揶
揄
を
気
遣
っ
た
の
だ
ろ
う
。

日
本
農
業
の
産
業
化
と 

“
指
導
者
”の
数
の
変
遷

図
１
に
我
が
国
の
農
業
総
産
出
額
の

推
移
を
示
す
。
長
期
的
に
は
減
少
傾
向

で
、
米
に
限
れ
ば
約
25
年
で
約
４
割
に

縮
小
し
て
い
る
。
し
か
し
、
産
業
化
と

い
う
論
点
で
注
目
す
べ
き
は
、
個
々
の

農
業
経
営
体
の
規
模
が
拡
大
し
た
こ
と

で
あ
る
。
図
２
に
農
産
物
販
売
金
額
が

１
０
０
０
万
円
以
上
の
農
業
経
営
体
数

を
グ
ラ
フ
化
し
て
み
た
。
販
売
金
額
が

３
０
０
０
万
円
以
上
の
経
営
体
は
順
調

革新的技術の普及と
“農家を指導する”

人々の役割
今
回
の
ス
ガ
ノ
フ
ェ
ア
２
０
２
２
の

取
材
中
、
な
か
で
も
二
日
目
に
行
な
わ

れ
た
「
真
夏
の
雪
国
直
播
サ
ミ
ッ
ト
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

聞
い
て
い
て
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
乾

田
直
播
で
あ
れ
水
田
へ
の
畑
作
技
術
体

系
で
あ
れ
、
革
新
的
技
術
の
導
入
は
ど

の
よ
う
に
実
現
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ

と
だ
。
そ
し
て
、
産
業
化
の
レ
ベ
ル
が

高
ま
っ
て
き
た
日
本
の
農
業
に
お
い
て

“
農
家
を
指
導
す
る
”
人
々
の
役
割
と
は

何
だ
ろ
う
か
、
と
。

最
初
の一
人
が
失
敗
す
る
と 

技
術
の
普
及
は
止
ま
る
の
か

今
回
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
齊
藤

義
崇
氏
は
、
北
海
道
の
普
及
指
導
員
と

し
て
乾
田
直
播
の
普
及
拡
大
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
た
北
海
道
・

東
北
・
中
四
国
・
九
州
で
そ
れ
ぞ
れ
乾

田
直
播
に
関
わ
っ
て
き
た
研
究
者
・
普

及
員
の
面
々
に
「
普
及
に
携
わ
っ
て
き

て
感
じ
た
こ
と
」
と
い
う
話
題
を
振
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
登
壇
者
の
一
人

が
概
ね
以
下
の
よ
う
に
答
え
た
。

「
こ
の
技
術
を
地
域
の
誰
に
提
案
す
べ

き
な
の
か
。
も
し
彼
が
失
敗
し
た
ら
普

及
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
心
配
が
あ
っ
た
」

編 集 長 の 取 材ノート
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図１：我が国の農業総産出額の推移

注１：「�その他」は麦類、雑穀、豆類、いも類、花き、工芸農作物、その他作物、�
加工農産物の合計

注２：（　）内は産出額に占める割合（％）　出典：「令和３年度食料・農業・農村白書」
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特 

集　

ス
ガ
ノ
フ
ェ
ア
２
０
２
２
を
見
て 

畑
作
技
術
体
系
を
考
え
る

ち
耕
種
３
１
１
６
人
）
い
る
。
ま
た
、

グ
ラ
フ
に
は
載
せ
て
い
な
い
が
、
農
研

機
構
の
研
究
者
も
“
指
導
”
と
い
う
立

場
で
現
場
に
出
向
い
て
い
る
。
同
機
構

で
事
業
部
門
に
所
属
す
る
職
員
は
２
７

７
９
人
。
こ
う
し
た
面
々
が
革
新
的
技

術
に
挑
む
農
業
経
営
者
と
ど
う
関
わ
る

の
か
が
重
要
な
の
だ
。

乾
田
直
播
の
ど
こ
が 

革
新
的
技
術
な
の
か

革
新
的
技
術
の
一
例
と
し
て
乾
田
直

播
の
話
を
す
る
。
図
３
に
近
年
の
我
が

国
の
水
稲
直
播
栽
培
面
積
の
推
移
を
示

し
た
。
近
年
は
高
密
度
播
種
育
苗
栽
培

の
普
及
等
に
よ

っ
て
湛
水
直
播

栽
培
面
積
が
減

少
し
て
い
る
と

い
う
。
20
年
産

の
直
播
栽
培
面

積
は
全
国
で
約

３
万
５
０
０
０

ha
。
こ
れ
は
水

稲
作
付
総
面
積

の
約
１
４
６
万

ha
の
約
２
・
４

％
に
相
当
す

る
。
そ
の
う
ち

の
乾
田
直
播
は

１
万
４
６
０
０

図３：近年の水稲直播栽培面積の推移

図２：農業経営体数と普及指導員数・営農指導員数の推移
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4,000

0

R2：34,854ha

H16：14,810ha

（ha）

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 R2

乾
田
直
播

湛
水
直
播

出典：「最新の直播栽培の現状（令和2年産）」

に
増
え
て
い
る
。
何
よ
り
も
本
誌
創
刊

当
初
は
目
新
し
か
っ
た
農
業
経
営
者
と

い
う
存
在
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
そ
れ
が
分
か
り
や
す
い
指
標
に

な
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
“
指
導
者
”
の
側
は
ど
う
変

化
し
て
い
る
の
か
。
昨
今
は
農
業
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
い
う
職
業
も
増
え
つ
つ

あ
る
。
だ
が
、
ネ
ッ
ト
検
索
を
し
て
も
、

そ
の
多
く
は
経
営
分
野
を
得
意
と
し
て

い
て
、
農
業
技
術
に
特
化
し
た
民
間
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
限
ら
れ
た
存
在
だ
。

施
設
園
芸
な
ど
技
術
が
高
度
化
し
て
い

る
特
定
の
分
野
で
は
、
確
か
に
施
設
や

資
材
の
メ
ー
カ
ー
が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
業
を
運
用
し
て
い
る
事
例
も
増
え

た
。
そ
れ
に
比
べ
て
耕
種
で
は
、
全
国

的
に
普
及
指
導
員
、
農
協
の
営
農
指
導

員
、
あ
る
い
は
試
験
場
な
ど
の
研
究
者

ら
が
そ
の
多
く
を
担
っ
て
い
る
。

そ
の
実
数
を
追
っ
て
み
る
。
か
つ
て
、

筆
者
が
「
農
業
問
題
は
農
業
関
係
者
問

題
だ
」
と
声
を
挙
げ
た
頃
に
比
べ
て
、

そ
の
人
員
は
徐
々
に
減
っ
て
い
る
。
20

年
度
末
時
点
で
、
農
業
指
導
普
及
員
は

全
国
に
９
３
６
２
人
（
う
ち
稲
作
担
当

８
９
５
人
、
普
通
畑
作
物
担
当
７
５
６

人
）
で
、
作
物
担
当
の
配
置
を
増
や
し

て
い
る
よ
う
だ
。
一
方
の
農
協
の
営
農

指
導
員
は
同
じ
く
１
万
２
８
６
３
人（
う

ha
（
約
１
％
）
だ
。

我
が
国
で
の
水
稲
直
播
の
歴
史
は
決

し
て
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
北
海
道

で
は
大
正
時
代
の
初
め
頃
か
ら
タ
コ
足

式
と
呼
ば
れ
る
直
播
技
術
が
あ
っ
た
。

西
尾
敏
彦
に
よ
れ
ば
、
タ
コ
足
式
は
農

家
の
末
武
保
治
郎
（
現
旭
川
市
）
に
よ

っ
て
発
明
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
ア
イ

デ
ア
を
近
所
に
住
む
ブ
リ
キ
職
人
の
黒

田
梅
太
郎
が
製
品
化
し
、
明
治
38
年
に

連
名
で
「
籾
種
蒔
器
」
の
特
許
を
取
得

し
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
降
水
量
が
極
端

に
少
な
い
岡
山
県
で
は
、
70
年
代
に
は

乾
田
直
播
が
定
着
し
て
い
た
。

だ
が
、
機
械
化
が
進
み
田
植
え
機
が

普
及
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
直
播
技
術
は

移
植
体
系
に
移
行
し
た
。
作
業
の
効
率

化
に
照
ら
せ
ば
、
当
然
の
流
れ
で
あ
る
。

そ
の
後
、
石
川
県
立
農
業
短
期
大
学
に

い
た
中
村
喜
彰
氏
が
開
発
し
た
、
カ
ル

パ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
種
籾
を
湛
水

直
播
す
る
技
術
と
、
愛
知
県
農
業
試
験

場
が
開
発
し
た
、
冬
季
に
代
掻
き
を
し

て
春
に
そ
の
水
田
に
Ｖ
字
の
溝
を
付
け

て
乾
田
直
播
を
す
る
技
術
（
播
種
機
の

開
発
は
鋤
柄
農
機
㈱
）
は
、
現
在
で
も

一
定
の
普
及
を
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
畑
作
作
業
機
を
用
い
た
現

代
的
な
乾
田
直
播
は
、
本
誌
で
も
度
々

取
り
上
げ
て
き
た
と
お
り
水
田
経
営
に

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
。
北
海

注1：�2000年以前の農業経営体数は販売農家と農業生産等を行う組織
経営体（農家以外の農業事業体）、農作業受託のみを行う経営体
（農業サービス事業体）を合算した

注2：�2000年以前の普及指導員数は専門指導員と改良普及員の人数を
合算した

出典：�農林業センサス、協同農業普及事業年次報告書、農業協同組合
及び同連合会一斉調査結果より筆者まとめ
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道
で
は
齊
藤
氏
を
中
心
に
『
直
播
栽
培

テ
キ
ス
ト
直
ま
き
10
俵
ど
り
指
南
書
』

で
、
東
北
で
は
東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ

ー
に
在
籍
し
て
い
た
大
谷
隆
二
氏
が
『
乾

田
直
播
栽
培
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル　

︱
プ

ラ
ウ
耕
・
グ
レ
ー
ン
ド
リ
ル
播
種
体
系

︱
』
で
体
系
化
さ
れ
、
技
術
の
普
及
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

前
述
の
直
播
技
術
に
比
べ
て
革
新
的

な
の
は
、
単
に
育
苗
・
移
植
の
省
力
に

よ
る
労
働
時
間
や
コ
ス
ト
の
削
減
に
と

ど
ま
ら
な
い
か
ら
だ
。
プ
ラ
ウ
な
ど
の

牽
引
作
業
機
の
作
業
ス
ピ
ー
ド
が
ロ
ー

タ
リ
ー
の
２
～
３
倍
で
あ
る
こ
と
、
レ

ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
に
よ
る
均
平
作
業
は

冬
期
に
降
雪
の
な
い
地
域
で
の
規
模
拡

大
に
有
利
に
は
た
ら
く
。
し
か
も
乾
田

化
を
進
め
る
土
壌
改
良
効
果
も
高
い
。

農
業
経
営
の
良
し
悪
し
は
、
10
ａ
当

た
り
の
収
益
で
比
較
す
る
の
が
常
だ
が
、

考
え
る
べ
き
は
投
下
労
働
時
間
当
た
り

の
収
益
だ
と
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
。

播
種
前
の
作
業
処
理
能
力
こ
そ
が
経
営

規
模
を
左
右
す
る
。
圃
場
の
大
小
よ
り

も
、
水
田
に
畑
作
技
術
体
系
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
可
能

性
を
見
出
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

先
駆
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
言
葉

を
借
り
よ
う
。
秋
田
県
大
潟
村
で
、
か

ね
て
の
夢
だ
っ
た
イ
チ
ゴ
栽
培
に
注
力

す
る
た
め
に
93
年
か
ら
無
代
か
き
移
植

を
始
め
、
01
年
に
乾
田
直
播
に
取
り
組

ん
だ
矢
久
保
英
吾
氏
。
フ
ル
ク
ロ
ー
ラ

ー
ト
ラ
ク
タ
ー
と
プ
ラ
ウ
を
水
田
に
持

ち
込
み
、
レ
ー
ザ
ー
発
光
器
の
な
い
レ

ベ
ラ
ー
で
田
面
を
均
平
し
、
田
植
え
を

行
な
う
と
こ
ろ
か
ら
挑
ん
だ
彼
は
、
そ

の
真
髄
を
捉
え
て
い
た
。

「
代
か
き
・
移
植
の
観
念
に
囚
わ
れ
た

目
で
乾
田
直
播
を
見
て
い
る
限
り
本
質

が
見
え
な
い
。
代
を
掻
い
て
苗
を
育
て

田
植
え
を
す
る
こ
と
が
稲
作
だ
と
い
う

“
観
念
”
か
ら
抜
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
す
。“
心
の
問
題
”
な
の
で
す
。

現
在
の
稲
作
技
術
を
問
う
ど
こ
ろ
か
疑

問
を
抱
く
こ
と
す
ら
し
な
い
。
困
難
は

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
ど
う
克
服
す
る
か

を
考
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
な
い
者
は
取

り
残
さ
れ
て
い
く
の
で
す
」（
本
誌
03
年

１
月
号
参
照
）

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
指
導
者 

よ
り
同
伴
者
、相
談
役
の
役
割

乾
田
直
播
の
普
及
に
は
、
作
業
機
メ

ー
カ
ー
で
あ
る
ス
ガ
ノ
農
機
が
貢
献
し

て
き
た
。
前
述
の
矢
久
保
氏
を
は
じ
め

と
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
な
っ

て
、「
新
し
い
稲
作
」
を
目
指
し
た
の
だ
。

か
つ
て
鋤
き
屋
の
営
業
が
牛
馬
の
調
教

も
含
め
て
指
導
し
て
回
り
“
馬
耕
教
師
”

と
呼
ば
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
が
、
プ
ラ

ウ
や
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
な
ど
を
農
業

経
営
者
の
も
と
に
持
ち
込
ん
だ
営
業
マ

ン
も
乾
田
直
播
の
技
術
を
普
及
指
導
す

る
人
た
ち
も
、
連
日
泊
ま
り
込
ん
で
試

行
錯
誤
を
続
け
た
。

90
年
代
に
は
東
北
で
も
、
北
海
道
の

空
知
管
内
で
も
、
同
様
の
取
り
組
み
が

行
な
わ
れ
た
。
２
０
０
０
年
代
に
入
る

と
、
畑
作
型
の
播
種
床
管
理
を
前
提
に

し
た
乾
田
直
播
に
魅
力
を
感
じ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
人
々
が
現
れ
、
レ
ー
ザ
ー

発
光
器
を
搭
載
し
た
レ
ベ
ラ
ー
も
開
発

さ
れ
た
。
ま
だ
有
効
な
除
草
剤
の
登
録

は
な
か
っ
た
が
、
失
敗
を
重
ね
て
も
諦

め
な
い
人
々
を
結
び
付
け
、
情
報
交
換

の
場
を
提
供
し
た
の
だ
。

な
か
で
も
、
ス
ガ
ノ
農
機
が
齊
藤
氏

や
大
谷
氏
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
企
画
し

た
「
雪
国
直
播
サ
ミ
ッ
ト
」
は
北
海
道

と
東
北
で
乾
田
直
播
に
取
り
組
む
人
々

が
集
う
場
と
し
て
発
展
し
、
中
四
国
土

を
考
え
る
会
で
は
、
中
四
国
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
の
藤
本
氏
を
囲
ん
で
圃
場
視

察
ツ
ア
ー
に
出
か
け
た
。

機
械
や
技
術
提
供
の
協
力
は
あ
っ
て

も
リ
ス
ク
は
農
家
持
ち
だ
が
、
相
談
役

と
な
る
彼
ら
が
隣
に
寄
り
添
っ
た
。
そ

う
い
う
形
で
し
か
革
新
的
な
新
技
術
は

定
着
し
、
広
が
っ
て
は
い
か
な
い
の
だ
。

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
90
年
代
に
官
制
の

普
及
員
制
度
は
な
く
な
っ
た
。
政
府
の

財
政
難
、
そ
れ
以
上
に
農
業
を
見
る
産

業
観
の
変
化
が
背
景
に
あ
っ
た
。
国
が

主
導
す
る
管
理
指
導
の
も
と
で
は
む
し

ろ
停
滞
す
る
。
農
業
か
ら
国
の
関
与
を

減
ら
す
か
な
く
す
政
策
に
移
行
し
た
結

果
、
オ
ラ
ン
ダ
農
業
は
ほ
か
の
産
業
と

一
体
的
に
成
長
し
、
政
府
は
そ
の
活
動

に
参
加
す
る
形
に
な
っ
た
。

民
間
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
に
と
っ
て
有
効
性
を
持
た
ぬ

限
り
、
継
続
的
に
雇
っ
て
は
も
ら
え
な

い
。
や
が
て
日
本
で
も
、「
技
術
普
及
」

と
い
う
考
え
方
、
貧
し
く
知
識
に
乏
し

い
農
民
を
官
が
指
導
す
る
と
い
う
形
が

終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
農
地
の
融

通
も
容
易
に
な
っ
て
き
た
。
府
県
で
も
、

一
社
の
農
業
法
人
あ
る
い
は
一
人
の
農
業

経
営
者
が
水
系
単
位
の
農
地
を
管
理
す

る
地
域
も
増
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
今
回

紹
介
さ
れ
て
い
た
８
連
の
浅
耕
プ
ラ
ウ

が
府
県
の
水
田
で
仕
事
を
す
る
姿
を
想

像
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

会
場
に
は
農
業
経
営
者
ら
に
連
れ
ら

れ
て
普
及
指
導
員
も
来
場
し
て
い
た
。

現
役
世
代
の
多
く
は
、
貧
し
い
農
業
を

知
ら
な
い
。
公
共
性
が
大
前
提
に
あ
る

な
か
で
も
、
優
れ
た
農
業
経
営
者
の
相

談
役
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
と
い
う
役

割
を
果
た
す
普
及
員
で
な
け
れ
ば
務
ま

ら
な
く
な
る
。
彼
ら
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
。�

（
昆
吉
則
）
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